
船舶事故調査報告書 

令和６年７月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和６年１月１５日 １２時４０分ごろ 

発生場所 静岡県西伊豆町宇久須港 

 宇久須港防波堤灯台から真方位１９１°２０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°５０.９′ 東経１３８°４６.３′） 

事故の概要  砂利運搬船第二十五豊玉
とよたま

丸は、離岸操船中、消波ブロックに乗り揚

げた。 

事故調査の経過 令和６年２月１４日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

砂利運搬船 第二十五豊玉丸、４９９トン 

 １３４６５０、御前崎海運株式会社（Ａ社）、牧野電設工業株式会

社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 舵板に曲損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風速 約１８ｍ/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の初期、潮高 約６６cm（宇久須） 

 西伊豆町には、令和６年１月１４日１２時１０分に強風注意報が発

表され、本事故当時も継続中であった。 

 事故の経過  本船は、船長ほか４人が乗り組み、砕砂約１,５３０ｔを積載し、

喫水が船首約３.５０ｍ、船尾約５.０５ｍで、千葉県木更津港に向

け、船首を南西方に向けて右舷着けしていた宇久須港防波堤灯台の南

西方の岸壁（以下「本件岸壁」という。）から離岸を始めた。 

船長は、単独で操船に当たり、西方からの強い風を受け、また、本

件岸壁から北東方に延びる芝防波堤の南側の水深が浅いので、本船を

後進で離岸することを避け、前進して左旋回した後、港外に向けて北

進しよう思った。 

本船は、船長が左舵を取り、バウスラスターを用いて、旋回しよう

としたところ、西方からの強い風に圧流され、主機を全速力前進とす

る間もなく、右舷船尾部が芝防波堤の消波ブロックに乗り揚げた。 

船長は、西方からの強い風を受けて本船が離礁したので、舵が効か

なくなったものの、主機及びバウスラスターを用いて移動して芝防波

堤の北方沖に錨泊し、Ａ社担当者に本事故が発生したことを連絡し

た。 

Ａ社担当者は海上保安庁に通報した。 

本船は、Ａ社担当者が手配して来援したタグボートにより、えい
．．

航



され、木更津港に入港した。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

分析 本船は、強風注意報が発表され、約１８m/s の西風が吹く状況下、

離岸操船中、船長が、左舵を取り、バウスラスターを用いて左旋回で

きると思って離岸操船を続けたことから、西風により東方に圧流さ

れ、芝防波堤の消波ブロックに乗り揚げたものと考えられる。 

原因 

 

 本事故は、本船が、強風注意報が発表され、約１８m/s の西風の吹

く状況下、離岸操船中、船長が、左舵を取り、バウスラスターを用い

て左旋回できると思って離岸操船を続けたため、西風により東方に圧

流され、芝防波堤の消波ブロックに乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、強風下の離岸作業にあっては、自船の操縦性能、周囲の

水深の状況等から風圧力に対して安全に自船をコントロールでき

るか否かを判断し、危険を感じる場合は、風が収まるのを待つ

か、又は曳船を使用するかして離岸すること。 



付図１ 事故発生経過概略図 
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事故発生場所 

（令和６年１月１５日 

 １２時４０分ごろ発生） 
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